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人
が
一
生
涯
を
と
お
し
、
学
び
、
学
習
活
動
を

続
け
る
こ
と
‐
‐
‐
生
涯
学
習
。『
生
涯
学
習
』
は
、

文
化
や
芸
術
、
言
語
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
や
料

理
・
園
芸
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
展
開
さ
れ
て
お

り
、
個
々
の
興
味
や
能
力
、
ゆ
と
り
に
応
じ
、
無

理
な
く
学
習
す
る
も
の
で
す
。

　

公
民
館
で
は
、
教
室
事
業
や
自
主
グ
ル
ー
プ
支

援
な
ど
生
涯
学
習
活
動
の
場
を
提
供
し
、
新
た
な

能
力
開
発
や
同
じ
趣
味
を
持
つ
仲
間
と
の
交
流
を

促
進
し
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
が「
心
身
の
充

実
」
や「
生
き
が
い
」
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、公
民
館
で
は
、『
自
分
再
発
見
』
の
き
っ

か
け
づ
く
り
と
し
て
、「
自
然
観
察
」
や「
ア
ー

ト
体
験
」
な
ど

の
文
化
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
順

次
開
催
す
る
ほ

か
、
光
回
線
に

よ
る
閲
覧
用
パ

ソ
コ
ン
の
導
入

や
図
書
の
購
入

等
を
行
い
、
施

設
環
境
の
充
実

と
利
便
性
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

生涯 習生涯 習生涯 習
人と人が趣味を通じてふれあい、交流する    　　能力開発研究所　公民館

から広がる

可能性と生きがい
から広がる

可能性と生きがい
から広がる

可能性と生きがい
公
民
館
自
主
グ
ル
ー
プ

公
民
館
自
主
グ
ル
ー
プ
は
、音
楽
や
芸
術
、茶
道
、ダ
ン
ス
な
ど
、様
々
な

分
野
に
お
い
て
活
動
を
展
開
さ
れ
て
お
り
、技
術
の
向
上
や
同
じ
趣
味
を

持
つ
人
と
の
交
流
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
向
か
っ
て
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

現
在
、30
団
体
と
年
々
増
加
し
て
お
り
、日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
文
化

祭
等
で
発
表
、展
示
さ
れ
る
団
体
や
小
学
校
な
ど
に
出
向
き
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る
団
体
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

23
年
度
も
左
記
（
表
）の
団
体
が
、一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
仲
間
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、一
歩

足
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん

か
？そ

こ
で
き
っ
と
新
た
な
「
心

の
充
実
」や
「
生
き
が
い
」な
ど

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、ま

た
、そ
こ
か
ら
自
分
の
可
能
性

が
よ
り
大
き
な
も
の
へ
と　

広
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲ヨーガで心と身体をリラックス
　　　　　（御宿ヨーガクラブ）

▲『詩（うた）の心』をつかみ、美しい混合合
唱に！（御宿コーラス愛好会）
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公
民
館
主
催
教
室

公
民
館
で
は
、町
民
の
生
涯
学
習
の
向
上
や
余
暇
活

動
の
充
実
を
図
る
た
め
、町
内
外
か
ら
講
師
を
招
き
主

催
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。23
年
度
は
皆
さ
ん
か
ら
要

望
が
多
か
っ
た
も
の
を
中
心
に
、御
宿
と
関
わ
り
の
深

い
ス
ペ
イ
ン
語
教
室
な
ど
計
６
種
類
（
左
記
表
）を
開

き
ま
す
。

個
人
の
趣
味
で
行
っ
て
い
る
も
の
を
、も
っ
と
し
っ

か
り
学
び
た
く
な
り
受
講
さ
れ
た
方
や
、自
分
の
家
で

は
設
備
が
な
く
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
方
な
ど
、受
講

の
動
機
は
皆
さ
ん
様
々
。

中
学
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
務
め
て
い
る
、ジ
ョ
ー
ダ
ン
先

生
が
講
師
と
な
り
実
施
し
て
い
る
、英
会
話
教
室
で
は
、

日
常
会
話
を
中
心
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で

楽
し
み
な
が
ら
英
会
話
を
学
ば
れ
て
い
ま
す
。

教室名 定員 開催日
英会話教室 20名 第2･4水曜日
スペイン語教室 20名 第2･4土曜日
菜園教室 20名 第4水曜日
陶芸教室 15名 第3土曜日

習字教室（小学生） 15名 第1･3土曜日
児童合唱団 － 毎週土曜日

グループ名 活動日
絵画倶楽部「パレット」 第2･4日曜日
華道クラブ 第2火曜日
書道の会 第1･3土曜日
日本画「はまなすの会」 第1水曜日
七宝焼クラブ 第2･4木曜日
おんじゅく写真愛好会 第2火曜日
紅春書道会 第1･3金曜日

美術・芸術

グループ名 活動日
大正琴カトレア会 第1･2･3金曜日
御宿コーラス愛好会 毎週木曜日
サウンド・マジック 毎週金曜日
ハワイアン研究会 毎週水曜日
月の沙漠御宿ハーモニカクラブ 第2･4金曜日
キャメル・アンサンブル 第2･4木曜日

音　楽

グループ名 活動日
読み聞かせグループおんじゅく －
平家物語音読会 第1火曜日
俳句愛好会 第3金曜日
スペイン語クラブ 第1･3金曜日
ＥＳＣ英会話サークル 第1･3金曜日

文学・語学

グループ名 活動日
御宿ヨーガクラブ 毎週木曜日
御宿町囲碁同好会 第1･3日曜日
茶道クラブ 第3水曜日
ステップワンinONJUKU 毎週金曜日
おんじゅく手打ち蕎麦の会 第2･4木曜日

教養・健康

グループ名 活動日
さつき会 毎週土曜日
御宿フォークダンス愛好会 毎週水曜日

舞踊・舞踏

▼

お
し
ゃ
べ
り
感
覚
で
英
語
を

　

学
ぼ
う
（
英
会
話
教
室
）

○問い合わせ　町公民館　68－2947

生涯 習生涯 習生涯 習
人と人が趣味を通じてふれあい、交流する    　　能力開発研究所　公民館

から広がる

可能性と生きがい
から広がる

可能性と生きがい
から広がる

可能性と生きがい
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御
宿
中
学
校
の
卒
業
式
が
３
月
11
日
に
行
わ
れ
、
今

年
は
58
名
の
生
徒
が
、
思
い
出
の
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
た

学
校
か
ら
巣
立
ち
ま
し
た
。

卒
業
生
代
表
挨
拶
で
は
、
３
年
間
の
思
い
出
の
ほ
か
、

こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
、
先
生
方
や
ご
父
母
の

方
々
へ
感
謝
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

卒
業
式
終
了
後
に
は
、
卒
業
生
一
同
に
よ
る
合
唱
が

行
わ
れ
、学
習
成
果
発
表
会
で
披
露
し
た
『
あ
な
た
へ
』

が
歌
わ
れ
ま
し
た
。
合
唱
の
最
中
、
こ
れ
ま
で
の
思
い

出
が
よ
み
が
え
り
、
涙
が
止
ま
ら
な
く
な
る
生
徒
の
姿

そ
れ
ぞ
れ
の
旅ス

タ
ー
ト

立
ち

も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
17
日
に
は
布
施
小
学
校
で
、

３
月
18
日
に
は
御
宿
小
学
校
で
、
そ
れ
ぞ
れ

卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
布
施
小

で
７
名
、
御
小
で
50
名
の
児
童
が
卒
業
し
ま

し
た
。

卒
業
し
た
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
４

月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
が
待
っ

て
い
ま
す
。
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
く

だ
さ
い
。

－卒 業－

▲在校生からお祝いの歌をもらう御小卒業生

▲布施小卒業生による在校生へのお別れの言葉

▲御中卒業生による卒業の歌
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第
22
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
総
務
大
臣
表
彰
受
賞

御
宿
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長

水み

ず 
上か

み 
一か

ず 

夫お 

さ
ん

御
宿
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
で
あ
る
水

上
一
夫
さ
ん
（
六
軒
町
）が
、第
22
回
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
に
お
け
る
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
い
て
、公
平
で

公
正
な
選
挙
事
務
の
執
行
と
、若
年
層
を
中
心

と
し
た
投
票
率
の
向
上
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ

て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

地域住民と企業とのコラボによる御宿の春イベント
～春一番おんじゅく海の花祭り＆おんじゅくつるし雛めぐり

＆ＪＲ駅からハイキング～

御
宿
の
魅
力
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
春
の
イ
ベ

ン
ト
、『
春
一
番
お
ん
じ
ゅ
く
海
の
花
祭
り
』が
、２

月
20
日
に
月
の
沙
漠
記
念
館
前
広
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。当
日
は
、ス
テ
ー
ジ
上
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た
、

ス
プ
レ
ー
ス
ト
ッ
ク
の
無
料
配
布
の
ほ
か
、観
光

協
会
に
よ
る
カ
ジ
キ
マ
グ
ロ
の
解
体
や
す
る
も
ん

汁
の
無
料
配
布
、中
山
間
実
行
委
員
会
に
よ
る
そ

ば
打
ち
実
演
・
販
売
な
ど
、多
く
の
地
元
住
民
に

よ
り
、様
々
な
企
画
が
行
わ
れ
、訪
れ
た
２
千
人
の

方
々
を
満
喫
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、Ｊ
Ｒ
主
催
の
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
も
同

日
に
開
催
さ
れ
、毎
年
参
加
さ
れ
て
い
る
方
か
ら

は
、「
コ
ー
ス
の
途
中
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、

今
年
は
一
段
と
楽
し
い
で
す
。」と
い
う
言
葉
も
。

そ
の
コ
ー
ス
の
１
つ
と
な
っ
て
い
た
の
が
『
お

ん
じ
ゅ
く
屋
』の
つ
る
し
雛
。『
お
ん
じ
ゅ
く
ま
ち

か
ど
つ
る
し
雛
め
ぐ
り
』は
、２
月
17
日
か
ら
３
月

３
日
ま
で
の
期
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。町
商
工

会
婦
人
部
が
１
年
か
け
て
作
成
し
た
も
の
を
あ
わ

せ
、合
計
６
万
個
の
つ
る
し
雛
が
町
内
協
賛
店
を

彩
り
ま
し
た
。期
間
中
は
、１
万
人
を
超
え
る
方
々

が
来
訪
さ
れ
、か
わ
い
い
雛
に
そ
れ
ぞ
れ
癒
さ
れ

て
い
る
様
子
で
し
た
。

▲一足早い春を演出した、スプレーストック

▲ 300名の方々の参加があった駅からハイキング
▲花やまり、伊勢えびなど、種類
も豊富なつるし雛
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御
宿
町 

景
観
行
政
団
体
へ
移
行

景
観
施
策
へ
の
取
り
組
み
の
促
進
と
し
て

「
美
し
い
国
づ
く
り
大
綱
」が
、平
成
15
年
７
月

に
発
表
さ
れ
、こ
れ
に
基
づ
き
平
成
16
年
６
月

に
景
観
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
景
観
法
で
は
、都
市
や
農
山
漁
村
等
に

お
け
る
美
し
く
風
格
あ
る
国
土
の
形
成
な
ど
を

目
的
と
し
て
、基
本
理
念
や
国
・
地
方
公
共
団

体
・
事
業
者
・
住
民
の
責
務
、景
観
計
画
、景
観

地
区
等
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
、景
観
行
政
に
関

し
、市
町
村
が
中
心
的
な
担
い
手
と
な
る
よ
う

「
景
観
行
政
団
体
」と
い
う
新
し
い
概
念
が
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

当
町
で
は
、町
内
に
お
け
る
景
観
資
源
を
有

効
に
保
全
・
活
用
し
、さ
ら
に
は
新
た
に
創
造

し
な
が
ら
、商
工
業
・
観
光
の
振
興
、定
住
化
の

促
進
な
ど
持
続
可
能
で
活
力
あ
る
魅
力
的
な
地

域
づ
く
り
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。そ
こ

で
景
観
行
政
団
体
と
な
り
、景
観
法
に
規
定
す

る
景
観
計
画
の
策
定
及
び
独
自
の
景
観
条
例
の

制
定
を
行
い
な
が
ら
、景
観
行
政
の
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
一
歩
と
な
る
景
観
行
政
団
体
移
行
に
つ

い
て
、県
よ
り
２
月
３
日
に
同
意
を
得
た
の
で

報
告
し
ま
す
。（
制
定
日
：
平
成
23
年
4
月
1
日
）

【景観行政団体とは】
　景 観 行 政 団 体 と は 、 景 観 計 画 の 策 定 、
景観法に基づく景観行政を担う団体のこと
を示し、基本的には、指定都市、中核市、
都道府県が景観行政団体となります。また、
指定都市及び中核市以外の市町村は、都道
府県との協議・同意により景観行政団体とな
ることが可能とされています。（景観法第７
条）

【景観行政団体となるメリット】
○「景観行政を積極的に推進していく」とい

う住民に対するアピール（ＰＲ効果）
○地域活性化への寄与（観光振興・商工振興

等を通じて）
○町のイメージ（魅力）アップ
○地域全体のステータスの向上（財産的な付

加価値の向上）
○景観まちづくりに関する補助金の対象と

なりやすいなどがあります。

【景観行政団体となると】
　景観法に定める景観計画の策定が可能に
なります。景観計画とは、景観行政団体が
良好な景観の形成を図るため、区域の良好
な景観の形成に関する基本的な方針、行為
の制限に関する事項等を定める計画であっ
て、景観行政を進める場として基本的な計
画となります。景観計画区域を指定した上
で、建築物や工作物のデザインや色彩等に
関する規制誘導を行うことができます。

▲県まちづくり担当部長より同意書をいただきました
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国民健康保険の制度がかわります
　平成２３年度から国民健康保険制度の一部が変更になります。　　
住民の皆さんに正しく、認識、利用していただくため、主な変更部分を紹介します。

①　７０歳以上７５歳未満の方の自己負担額が据え置かれます
　　７０歳以上７５歳未満の国民健康保険加入者は、所得に応じて自己負担割合が

１割か３割に分かれています。
　　１割負担の方は制度改正により平成２０年４月から、医療機関にかかったとき

の自己負担割合が１割から２割に引き上げられる予定でしたが、平成２３年３月
までの凍結とされていました。しかし、今回、凍結期間が延期され平成２４年３
月まで１割に据え置かれることになりました。

　※自己負担が３割の方は変更ありません。

②　被保険証に臓器提供意思表示欄が設けられます
　　住民の皆さんがあらゆる機会を通じて移植医療に

対する理解を深めることができるよう、死亡した後
の臓器提供意思の有無を被保険証に記載する欄が設
けられました。記入の有無により、受けられる医療
の内容に違いが生じることはありません。なお、平
成２３年度の被保険証については、３月下旬に郵送
します。

※臓器提供意思表示欄の記入は任意であり、記入を義務付けら
れているものではございません。

※意思表示をした内容について、意思表示欄保護シールを同封
しますので、記入後、上からはり付けて使用してください。

③短期人間ドック助成事業の支給上限額が変わります。
　　国民健康保険加入者が下記要件に該当する場合、申請により短期人間ドック費用の７割（支給上限額５万円）

が支給されます。
　　平成２３年４月１日から支給上限額が５万円から３万円に変更になります。
　　上限を超えた分については自己負担となりますのでご注意ください。

要　件
■年齢が４０歳以上の方　　■同一年度内に短期人間ドックを利用していない方
■同一年度内に町特定健康診査を受診していない方　■	国民健康保険税を完納している方
■短期人間ドック受診結果報告書等を提出し、特定健康診査及び特定保健指導の資料として使
用することを承認する方

④葬祭費の給付額が変わります
　　国民健康保険加入者がお亡くなりになった場合、葬儀を行った方に支給されます。
　　平成２３年４月から、給付額が７万円から５万円に変更になります。

⑤出産育児一時金の給付額が恒久化されます
　国民健康保険加入者が出産した場合、世帯主に「出産育児一時金」が給付されます。
緊急少子化対策に伴う法改正により、出産育児一時金の給付額が恒久化され、平成２３
年４月以降については、３９万円（※）給付されることになりました。
※産科医療補償制度に加入する医療機関等において出産した場合は、３万円が加算されます。

○問い合わせ　保健福祉課　保健事業班　68 － 6717（直通）
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デジタルテレビ・オール電化（東京電力認定）
リフォーム・家電が得意なでんきやさんです

地
産
地
消

御
宿
米
普
及
事
業

米
粉
れ
し
ぴ
Vol,4

材料（４本分）
　米粉・・・ １００ｇ
　白玉粉・・・ ２５ｇ
　ぬるま湯	 １００ｃｃ
　ベーキングパウダー
　・・・・・ 小さじ１
《しょうゆだれ》
　砂糖・・・ 大さじ３
　しょうゆ・ 小さじ２
　水・・・・ 大さじ４
　片栗粉・・ 小さじ２

《作り方》
①	米粉にベーキングパウダーと白玉粉をよくまぜ、ぬるま湯を入れ、耳た
ぶ位の	かたさにこねる。
②	①にラップをかぶせ、３分程おく。
③	蒸し器に濡れぶきんを敷き、②を
１２等分し、丸めて強火で１５分
程蒸す。
④	③を３ヶづつ串に刺し、４本作る。
これに焦げ目が付く程度焼く。
⑤しょうゆだれを合わせ、火をかけ、
とろみをつけてだんごにかける。

☆
甘
辛
だ
ん
ご
☆

平
成
23
年
度
各
種
が
ん
検
診
の
実
施
に
つ
い
て

町では、下記のとおり各種がん検診を実施しています。
前年度に町で検診を受診した方及び検診状況調査で町での受診を希望された方には、事前に問
診票を送付しますので、日程をご確認のうえ受診してください。
なお、上記以外で対象年齢に該当し、町の検診を受診する方は、事前に保健福祉課までお申し込
みください。

検診の種類 対象年齢 自己負担金 実施予定時期と内容

乳がん
検　診 30歳以上 1,000円

6月実施予定
〔30歳代〕･･･超音波検査
〔40歳代〕･･･マンモグラフィ検査
〔50歳代〕･･･超音波検査
〔60歳以上〕･･･マンモグラフィ検査

胃がん検診 40歳以上 1,000円 7月実施予定
造影剤（バリウム）使用によるレントゲン撮影

子宮がん
検　　診 20歳以上 1,000円 8月実施予定

子宮頚部の細胞を採取し検査

胸部
（結核・肺が

ん）検診
40歳以上

無　料
（喀痰検査の

み1,000円）

10月実施予定
胸部レントゲン撮影

大腸がん
検　　診 40歳以上 500円

10月実施予定
2日間便を採取し検査

※対象年齢は、平成 23年 12月 31日を基準としています。
《問い合わせ》保健福祉課保建事業班　TEL68－ 6717
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健康福祉福祉
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント ご存知ですか？　福祉の手当

2011.3

○詳しくは・・・　保健福祉課福祉係までお問合わせください。　℡６８－６７１６

☆児童扶養手当
　　ひとり親家庭等の生活の安定と自立を助け、児童（18歳未満）の福祉の増進を図ることを目的として支
給されます。
【受給資格者】
　　次の①～⑧のいずれかに該当する児童について、監護している母親、監護しかつ生計を同じくする
父親及び父母にかわって児童を養育している方。
　　①父母が離婚した後、父又は母と一緒に生活をしていない児童
　　②父又は母が死亡した児童
　　③父又は母が重度（国民年金の障害等級1級程度）の障害にある児童
　　④父又は母の生死が明らかでない児童
　　⑤父又は母から引き続き1年以上遺棄されている児童
　　⑥父又は母が法令により引き続き1年以上拘禁されている児童
　　⑦未婚の母の児童
　　⑧その他、生まれたときの事情が不明である児童
【手当月額】　受給者及び扶養義務者（※１）の所得による支給制限があります。
　　○全部支給：４１，７２０円　○一部支給：４１，７１０円～９，８５０円
　　※第２子は、月額5,000円、第３子以降は、１人につき月額3,000円が加算されます。
【支払時期】年３回（４月、８月、１２月に４か月分まとめて支給されます。）

☆特別児童扶養手当
　　家庭で介護されている障害のある児童（２０歳未満）の父母または養育者に対して支給されます。
【受給資格者】
　　身体や精神に、障害等級表の程度に該当する障害のある児童（２０歳未満)を監護している父もしく
は母、または養育者。ただし、次のいずれかに該当している場合は手当を受けることができません。
　※児童が障害を支給事由とする公的年金を受給できるとき
　※児童が児童福祉施設に入所しているとき（保育所・通園施設等を除く）
　※父母や生計を共にしている扶養義務者（※１）の所得が一定額以上あるとき
【手当月額】１級（重度障害児）　５０，７５０円／２級（中程度障害児）３３，８００円
【支払時期】年３回（４、８、１２月に４か月分がまとめて支給されます。）

☆特別障害者手当・障害児福祉手当
　　精神又は身体に著しい障害を有するために、日常生活において常時特別な介護を必要とする在宅の
障害者（児）に対して支給されます。

ひとり親家庭や障害をお持ちの方の負担を軽減するために、各種手当を
支給しています。

区　分 特別障害者手当 障害児福祉手当
手 当 受 給 者 障害者本人 障害児本人

支 給 要 件
①２０歳以上
②在宅の方（入院３か月以内）
③社会福祉施設等に入所していない方

①２０歳未満
②在宅の方（入院でも可）
③社会福祉施設等に入所していない方

手 当 月 額 ２６，４４０円 １４，３８０円
支 払 時 期 年４回（2月、5月、8月、11月に3か月分がまとめて支給されます）
所 得 制 限 本人、配偶者及び扶養義務者（※１）の所得が一定額を超える場合、手当は支給されません。

（※１）生計を同一にしている直系血族３親等（曾祖父母から曾孫）および兄弟姉妹の中で、控除後の所得が一番高い人を指します。
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く
ら
し
の

く
ら
し
の

く
ら
し
の

情
報
情
報
INFORMATION

　

関
東
財
務
局
千
葉
財
務
事
務
所

及
び
千
葉
県
で
は
、
返
済
し
き
れ

な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
、
お
悩

み
の
方
へ「
無
料
相
談
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
な
ど
の

法
律
専
門
家
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
相
談
窓
口・
問
い
合
わ
せ

○
関
東
財
務
局
千
葉
財
務
事
務
所

　

多
重
債
務
窓
口

　

℡
０
４
３
‐
２
５
１
‐
７
８
３
０

（
平
日
８
時
30
分
～
12
時

　
　
　

13
時
～
16
時
30
分
）

○
多
重
債
務
３
６
５
日
相
談
電
話

　
（
県
よ
り
委
託
）

　

℡
０
４
３
‐
２
４
７
‐
０
４
４
１

（
毎
日
６
時
～
24
時
）

〒

募
　

  
集

多
重
債
務
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

○
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
課

　

℡
０
４
３
‐
２
２
３
‐
２
７
９
５

（
平
日
９
時
～
16
時
）

○
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

℡
０
４
７
‐
４
３
４
‐
０
９
９
９

　
（
平
日
９
時
～
16
時
30
分

　

土
曜
日
９
時
～
16
時
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
の

実
施
に
つ
い
て

　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
消
防
本
部
で
は
、
危
険
物
取

扱
者
試
験
を
以
下
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

▼
試
験
の
種
類

　

甲
種
、
乙
種
全
類（
第
１
類
か
ら

第
６
類
）、
丙
種

▼
日　

時

　

６
月
５
日（
日
）
10
時
か
ら

▼
会　

場

勝
浦
市・
国
際
武
道
大
学

▼
願
書
受
付
期
間

　

４
月
５
日（
火
）
～
13
日（
水
）

交
通
事
故
無
料
相
談

　
（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、

交
通
事
故
に
遭
っ
た
時
な
ど
の
自

動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
及
び
任

意
自
動
車
保
険
の
請
求
に
つ
い
て
、

無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
日　

時　

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
（
祝
日
を
除
く
）

　

９
時
～
12
時・
13
時
～
17
時

※
水
曜
日
13
時
～
16
時
は
、　

弁

護
士
無
料
相
談（
予
約
制
で
面

談
の
み
）
も
あ
り
ま
す
。

▼
申
込・
問
い
合
わ
せ

　

千
葉
自
動
車
保
険
請
求
相
談

　

セ
ン
タ
ー

℡
０
４
３
‐
２
８
４
‐
７
９
５
５

※
受
験
願
書
等
の
必
要
な
書
類
は

消
防
本
部
、
勝
浦
消
防
署
、
大

原
消
防
署
及
び
大
多
喜・
御
宿・

夷
隅
・
岬
の
各
分
署
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏

　

事
務
組
合
消
防
本
部

℡
０
４
７
０
‐
８
０
‐
０
１
３
２
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編 集 記後
　今回、卒業された皆さんはもちろんのこと、４月に
なると新社会人や新たに趣味を始める方など、人それ
ぞれ新しい旅が始まります。
　私も４月から、ハーブ栽培を始めたいと考えている
ところです。先輩がやっているのを見て興味が沸いた
ところで、まだ何の知識もありません。ハーブについ
て何かいい情報をお持ちの方、ぜひ教えてください。
m( _  _ )m（髙倉）

人の動き
8,095人（－11）男 3,850人  女  4,245人
世帯数 3,593  （平成 23 年 2 月 28 日）

御宿分署の出動状況
火災件数 0　救急件数 27
平成 23 年 2 月中

交通事故発生状況
発生件数 4　死者数 0　負傷者数 4
（平成 23 年 1 月１日～ 2月 28 日現在）

町民バス利用状況
乗車人数 103
平成 23 年 2 月中

ダムの貯水状況
有効貯水量432,000㎥　有効貯水率 74.6%　　
（平成23年2月20日現在）

慶弔（ 2月届 ）
出生 3　死亡 11

2011.3

夜よ

は
夜よ
る

の
香
か
を
り
り
と
な
り
て
梅
の
花	

大
曽
根
利
枝

凛り
ん

と
し
て
紅こ
う
は
く
ば
い

白
梅
の
揃そ
ろ

ひ
ぶ
み	

澤
崎　

幸
子

朝あ
さ
ね寝
し
て
夫つ
ま

の
メ
モ
書が

き
「
い
っ
て
来
る
」	

本
吉
美
絵
子

天て
ん
じ
ん神
の
み
く
じ
を
括く
く

る
梅う
め
い
っ
し

一
枝	

桜
谷　

敬
三

梅
の
花
一い
ち
り
ん輪

活い

け
て
友
を
待
つ	

堺　
　

陸
子

い
ろ
ど
り
て
希き
ぼ
う望
も
た
せ
る
春
の
花	

菊
池　

武
夫

寒か
ん
ぶ
り鰤
の
大
た
い
り
ょ
う
漁
に
わ
く
雪ゆ
き

の
故く

に郷	

金
子　

澄
子

俳句愛好会【おんじゅく俳壇】
今月の兼題【梅】

祖
母
の
押
す
シ
ル
バ
ー
カ
ー
に
蕗ふ
き

の
薹と
う　

本
吉　
　

愛

墨す
み
に
お匂

ふ
気
を
静
め
て
の
筆
ふ
で
は
じ
め始	

松
村　
　

全

一ひ

と
枝え
だ

を
弾は
じ

き
返か
え

し
て
寒か
ん

す
ず
め	

小
野　

礼
子

願が
ん
た
て立
の
絵え

ま馬
や
湯ゆ
し
ま島
の
梅う
め
に
が
つ

二
月	

岡
本　

俊
康

経き
ょ
う
う
つ

写
す
庫く

り裡
や
障し
ょ
う
じ子

の
梅う
め
あ
か明

り	

鶴
岡
と
く
路

朝
寝
＝
春
の
季
語
で
す

筆
始
＝
新
年
の
季
語
で
す

広告募集中
　町では、「広報御宿」に有料広告を掲載しています。
店舗・企業の宣伝や求人募集などに是非ご利用ください。

○料　金／１回１枠町内7,500円　町外9,000円
　　（6ヵ月継続申込者は1回につき500円割引）

○サイズ／このスペースの大きさ　

○申込・問い合わせ　企画財政課　TEL68－2512
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タウンカレンダー

（健）⇒役場保健センター　（地福）⇒地域福祉センター　（BG）⇒B&G海洋センター　（児）⇒御宿児童館　

（公）⇒公民館　（健）⇒役場保健センター　（地福）⇒地域福祉センター　（BG）⇒B&G海洋センター　（児）⇒御宿児童館　（岩青）⇒岩和田青年館　
（布消）⇒上布施コミュニティ消防センター 　（岩消）⇒岩和田消防団詰所　（高倉）⇒高山田倉庫　（実農）⇒実谷農協倉庫　（台集）⇒御宿台集会所
（六消）⇒六軒町消防団詰所

日 月 火 水 木 金 土

心配ごと相談
9:00～12:00(地福)
固定資産税縦覧開始
（4月1日～5月2日）

健康運動教室
14:00～15:00(BG)

乳児相談
13:30～15:00(健)

子育て相談
10:00～11:30(児)

心配ごと相談
 9:00～12:00(地福)
健康運動教室
14:00～15:00(BG)

町民清掃
8:30～11:00
(町内全域)
サンデーオープン
9:00～12:00(役場)

千葉県議会議員
一般選挙投票日
7:00～20:00

4月　Ａｐｒｉｌ

 昭和の日

1

8

15

22

31

7

14

21

30

6

13

20

29

5

12

19

25 26

4

11

18

3/27

27

3

10

17

24

28 2

9

16

23

2928 30

　いすみ鉄道では、22年 12月に国鉄形ディーゼルカーのキハ 52－ 125を導入しました。この車両の目的は、いすみ鉄
道沿線の里山の中で昭和の国鉄時代のシーンを再現し、観光資源として地域の活性化に貢献し、また鉄道文化遺産とし
て後世に伝えていきたいというものです。キハ52の運行を末永く続けるために、いすみ鉄道ではキハ52サポーター制度・
車両オーナー制度を設けました。沿線に写真撮影に来られる皆様方にもぜひご協力いただき、キハ 52の運行資金をご

支援いただきますようお願い申し上げます。
【キハ52サポーター制度】○キハ52の運行をご支援いただくための制度です。
　年会費：5,000円／特典：いすみ鉄道キハ52デザインの１日乗車券（非売品）１枚など

【キハ52車両オーナー制度】○キハ52の車内にネームプレートを掲示する車両オーナー制度です。
　年会費：50,000円
　特典：キハ52の車内にネームプレートを２年間掲示。
　　　 いすみ鉄道キハ52デザインの１日乗車券（非売品）３枚など

【キハ52プレミアム車両オーナー制度】
　○キハ52の車内にネーム＆メッセージプレートを2年間掲示する車両オーナー制度です。
　年会費：500,000円／特典：年に１度キハ52を特別貸切運転。いすみ鉄道キハ52デザインの１日乗車券（非売品）10枚など

【キハ52運行支援募金】※特典はありません。
　○郵便振替口座番号　００１２０－９－１４１３５　口座名義いすみ鉄道株式会社

《問い合わせ》　いすみ鉄道㈱　TEL.82－2161

いすみ鉄道　キハ５２導入に伴うサポーター等募集


